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センター情報誌 

～あいちトリエンナーレ 2013～ 

今年８月、国内最大級の国際的な 

現代アートの祭典が開幕します 

●推進センターだより(P8) 

生涯学習地域連携講座 

あなたの旅をサポート 
●ふるさとで学ぶ(P3・4) （豊橋市・武豊町）  

●わたしの夢づくり(P5） 

青少年育成アドバイザー 宇野 晃氏 

地域の中で世代を結ぶ人材を育成 

●まなびぃ探検隊(P6) 

日本赤十字豊田看護大学 

学生の地域活動紹介

県立学校で学ぶ 

特集 

●ネットワーク機関紹介(P9) 

愛知芸術文化センター 

学びに出かけよう 

(P1・2) 

写真：2010 キッズトリエンナーレの様子↑↓ 

藤森照信《空飛ぶ泥舟》 
「藤森照信展-諏訪の記憶とフジモリ建築」展 
（茅野市美術館）2010 での展示風景 
photo: 茅野市美術館 

ダン・ペルジョヴスキ 
《ザ・トップ・ドローイング》2013 
photo: 怡土鉄夫 
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希望の復活のシンボルとい
える《サン・チャイルド》を
中心に、多くの人が祝福し、
新たな未来を育んでいく結婚
式を挙げる展示空間を愛知県
美術館に出現させます。 

 

 

 

 

 

チケットの種類 区分 当日券（2013.8.10-10.27） 前売券（2013.8.9まで） 
普通チケット 一般 1,800円 1,400円 

大学生 1,300円 1,000円 
高校生 700円  500円 

 

 

 

 

 

 

 

 
田尾下 哲   ©平岩 亨 

《サン・チャイルド》2011 
courtesy of the artist 

 

 

《Turning the Place Over》2007 
commissioned by Liverpool Biennial 
photo courtesy of Liverpool Biennial 

 

 

 

●最先端の現代美術と出会えます 

・愛知県美術館を含む愛知芸術文化センターを中心に、名古屋市美術館、更には、名古屋市内のまちな
か（長者町会場、納屋橋会場など）や、岡崎市内のまちなか（東岡崎駅会場、康生会場、松本町会場）
で展開します。 

・作家や作品の選定において、「建築」の視点を取り入れます。 
・愛知、名古屋を象徴するオアシス 21やテレビ塔などの都市空間において、都市の魅力を増すスペクタ
クルな作品の展示を行います。 

・象徴的なテーマ展開として、ヤノベケンジやオノ・ヨーコが希望の「復活」に繋がる作品を出品する
ほか、リチャード・ウィルソンの作品は「場所」、「記憶」、「復活」を表現します。 

＜出品作家紹介＞（画像は参考作品等です） 

詳しくはあいちトリエンナーレ 2013公式サイトへ http://aichitriennale.jp/  
 

 

演 目  プッチーニ作曲「蝶々夫人」 
（全２幕、イタリア語上演、日本語字幕付き） 

公演日 2013年 9月 14日（土）、16日（月・祝） 
両日とも 15:00開演（14:15開場） 

会 場 愛知県芸術劇場 大ホール 
（名古屋市東区東桜 1-13-2 愛知芸術文化センター2階） 

キャスト／スタッフ 

指揮：カルロ・モンタナーロ  演出：田尾下 哲 
蝶々さん：安藤 赴美子   
士官ピンカートン：カルロ・バッリチェッリ 
領事シャープレス：ガブリエーレ・ヴィヴィアーニ  
ＡＣ合唱団、名古屋フィルハーモニー交響楽団 ほか 

料 金 Ｓ席 15,000円 Ａ席 12,000円 Ｂ席 9,000円 Ｃ席 6,000円 Ｄ席 3,000円（学生 2,000円） 

チケット取扱先   

愛知芸術文化センター内プレイガイド TEL:052-972-0430（月曜休/祝日・振休の場合は翌日振替） 
     チケットぴあ（Pコード＝192-744、サークル Kサンクス、セブンイレブンでも購入可） 
     アイ・チケット TEL:0570-00-5310  http://clanago.com/i-tichet（座席選択可） 
 

あいちトリエンナーレ 2013 
 

テーマ   揺れる大地―われわれはどこに立っているのか：場所、記憶、そして復活  

芸術監督 五十嵐太郎 東北大学大学院工学研究科教授（都市・建築学） 

会期   2013年 8月 10日（土）～10月 27日（日） 79日間 

開催場所 【名古屋地区】愛知芸術文化センター、名古屋市美術館、長者町会場、納屋橋会場、 
中央広小路ビル、オアシス２１、テレビ塔など 

【岡 崎 地 区】東岡崎会場、康生会場、松本町会場 
あいちトリエンナーレ 2010から 3年、再び愛知が現代アートに包まれます。30を超える国と

地域から 100組以上のアーティストが参加し、現代美術、ダンスや演劇などのパフォーミングア
ーツ、オペラを発表します。美術館を飛び出しまちなかでも展開するほか、周辺の優れた建築も
紹介していきます。ここ愛知でしか見ることのできない迫力ある現代アート作品の数々を楽しみ
ながら、まちの魅力も再発見してください。 
ここでは、あいちトリエンナーレ 2013のみどころの一部をご紹介します。 

 

●オペラ『蝶々夫人』を斬新な舞台空間で上演します。 

・イタリア人指揮者 カルロ・モンタナーロと、新進気鋭の演出家 田尾下哲により、イタリアと日本の
伝統と文化が交錯して生まれたオペラ「蝶々夫人」を上演します。 

・日本の旋律が織り込まれた美しい音楽と斬新な舞台空間を展開します。 

●大人も子どもも楽しくアート体験ができます。 

＜キッズトリエンナーレ＞ 
・愛知県美術館のギャラリーＪ室に、子どもたちが毎日自由に創作活動する
など、アートを体感できるスタジオを開設します。 

・夏休みや週末を中心に、子どもや親子を対象としたワークショップを実施
します。 

 

国際美術展チケット情報 
普通チケット一枚で、すべての国際美術展の会場をご覧いただけます。各会場、日にちを
替えて入場可能で、入場当日に限り再入場できます。 

チケット取扱先 
主要プレイガイド、チケットぴあ、ローソン、サークル K サンクス、セブンイレブン、ファミリー
マート、ミニストップ、イープラスなどにて販売。詳しくは公式サイトをご覧ください。 

【お問い合わせ】 あいちトリエンナーレ実行委員会事務局 
住所：〒461-8525 愛知県名古屋市東区東桜 1-13-2 愛知芸術文化センター６階  
TEL：052-971-6111（9:00～17:30 土日祝休み《会期中は無休》）  

E-mail: geijutsusai@pref.aichi.lg.jp    HP : http://aichitriennale.jp/  
 

 

ヤノベケンジ 

 
photo:©Synaesthete 

courtesy of Yoko Ono 

オノ・ヨーコ リチャード・ウィルソン 

以前はボウリング場として使われて
いた納屋橋会場。その建物の記憶を復活
させる立体的な作品を展示します。建物
の外からも見られるこの作品は、多くの
方々に驚きを与えてくれるでしょう。 

特集 
今年 8月、国内最大級の国際的な現代アートの祭典が開幕します 

 

社会に対する強いメッセージを発するアーティス
トとして、そして音楽家、平和活動家として高い評
価を受けています。今回のトリエンナーレでは、復
活をテーマにしたメッセージを、テレビ塔やまちな
かで展開します。 

2010年のキッズトリエンナーレの様子 

 
カルロ・モンタナーロ 
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愛知県の各地で活動されている「あいち観光ボランティアガイド」のみなさん。
活動を通して、地域の活性化に貢献することや、人と出会い、交流を広めていく
ことが、自身の生きがいにもつながっています。今回は、豊橋市と知多郡武豊町
に出かけ、地域で活躍するボランティアガイドさんにお話を伺いました。 

東海地方で唯一路面電車が走っている豊橋。東海のミニ尾瀬とも呼ばれる葦毛（いもう）
湿原がある豊橋は、豊かな自然と歴史の足跡がいくつもあります。この地で、ボランティア
ガイドとして活動されている「くすの木会」会長の吉見泰典さんにお話を伺いました。 

 

ています。２か所の地域に出かけ県内各地で活躍するボランティアガイドさんにお話を

伺いました。 

「豊橋にみえた方にはまず路面電車を紹介し、時には乗車していただく
場合もあります」と語られる吉見さんは、「くすの木会」会長の他に「と
よはし市電を愛する会」の理事をされています。豊橋は東三河の中心都
市で、戦前は養蚕業や製糸業が盛んな糸の町であり、陸軍歩兵第１８連
隊や第１５師団が置かれた軍都でもあったそうです。今は、豊橋が発祥
の手筒花火、総合動植物公園「のんほいパーク」、路面電車、食文化（カ
レーうどん）が名物だそうです。「くすの木会の名は、豊橋の市の木から
付けました」と笑顔で話されました。 

吉見さんは、仕事の関係で長く豊橋を離れていましたが、３０年ほど
前に地元に戻ってから、豊橋の歴史を知りたいと思って「豊橋紹介ボラ
ンティアくすの木会」に入られたそうです。「地元に隠れている歴史や文
化を知ることは楽しいし、それをみんなに伝えるのも楽しいことです。
それに、豊橋の役に立てばと思って続けています」と話されました。 
ガイドは依頼者に合わせて行います。周りに海のない飯田からみえた

グループには三河港をコースに入れ、自然の少ない名古屋からみえたグ
ループには葦毛湿原をコースに入れて案内されます。吉田城の案内を希
望された方には、水門や土塁、石垣等をしっかり勉強してガイドをされ
ます。そして、いつもユーモアを忘れずにガイドをされています。「来ら
れた方に合わせてガイドをして、喜んで帰って行かれるように、おもて
なしの心を大切にしています。そのためにも、自分たちがいつもにこや
かに過ごすことに心がけています」と熱く語られる話から、ガイドとし
ての心構えが伝わってきました。 

 

ガイドをして良かったことは何ですかと尋ねると、「豊橋を広める活動
の一助となっていることと、ボランティアの仲間からいろいろなことが
学べることかな」と答えられた吉見さん。毎月一回の研修会では、各地
の史跡の見学に出かけたり、出前講座に参加して勉強したりしているそ
うです。「『我以外皆我師』という言葉があるように、いろいろな人から
教えていただけることが喜びです」と語ってくれました。 
向学心にあふれ、町を広める活動に生きがいを感じてみえるガイドの

方と一緒に、豊かな自然と歴史の足跡が残る豊橋を散策してみませんか。 

自分以外は皆師 
 

おもてなしの心が大切 

 

豊橋の魅力 
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あいち観光ボランティアガイドのホームページ 
⇒http://www.aichi-kanko.jp/volunteer/index.asp 

豊橋紹介ボランティアくすのき会  ０５３２－５３－１２３３ 

武豊町観光ガイドボランティア協会  ０５６９－７７－９４７４ 

 

 

 

 

あなたの旅を 

サポートします 

武豊町観光ガイドボランティア協会 
～地元に刻まれた歴史とロマンを伝える～ 

刻まれた～ 
愛知県下で最初の鉄道として開通した武豊線。現在はＪＲ武豊駅

が武豊線の終点ですが、かつては約１km 先の武豊停車場が終点で
した。武豊停車場跡には、国の有形文化財に指定されている転車台
（貨車の向きを変えるための装置）が残されています。鉄道の敷設
とともに味噌・たまりの醸造業が盛んになり、現在でも数こそ減り
ましたが醸造蔵があります。醸造蔵の周囲には黒板塀やレンガ造の
趣のある建物が多く、懐かしさを醸し出していました。 

 
 

ガイドを依頼される人や団体の要望・目的に応じたガイドになる
よう心がけています。「武豊は鉄道の町だから鉄道ファンもみえま
すが、なかには私たちより鉄道のことをよく知っている方もいま
す。そんな時は、その方が話されるのを一生懸命聞くようにしてい
ます。聞き役に徹することも大切なのです」また、「花見のガイド
をした時、満足していただけたようで、後からお礼の手紙をいただ
きました。そんな時はうれしく思いますね」と会員の方々が話され
ました。 
「会員のみんなはとても熱心です。訪れる方に満足してもらえるよ
うに、チームワークを大切にしています」と、会長の石黒幸男さん
がガイドボランティア協会の信条を語ってくれました。 

 
 

武豊観光ガイドボランティア協会は、武豊町観光協会が実施した
「観光ガイドボランティア養成講座」の修了者が集まり、平成２３
年に発足した若い会です。現在の会員は２３名です。 
学習会は、講師の方を呼んで公民館で行います。「地元のことは

知っているようで知らないことが多いです。ガイドボランティアに
参加して、大きな樽や味噌蔵など、ふるさと自慢をたくさん見つけ
ることができました」と会員の方が話されました。地元の味噌・た
まりの味の違いを知ろうと、蔵元から取り寄せて味比べをしたこと
もあるそうです。他地域のガイドぶりを知るために、みんなで研修
に出かけることもあります。それが会員同士の親睦を深めるよい機
会になっているそうです。 

 

歴史と風情のある町 

 

相手の気持ちになって 

地域をよく知り、絆を深める 

  

 

千体地蔵のある徳正寺でのガイド 

武豊停車場跡に残る転車台 

旧東海道 有松の町並み  

ガイドボランティアのみなさん 

問
合
せ
先 

醸造蔵の建ち並ぶ小道でのガイド 

旧東海道 有松の町並み  

「地元の人でも武豊のことを知らない人もいるから、歴史がありロ
マンがあることをみんなに伝えていきたい」「外国では日本食ブー
ムだと聞くので、近くにセントレアがあることから、外国の人にも
武豊の味噌・たまりを広めていきたい」など、次から次へと夢を熱
く語ってくださいました。ガイドボランティアの方々のお話から、
地元武豊への愛着がひしひしと伝わってきました。 

 

夢を語り合う 

 

武豊町キャラクターマーク 

「ゆめたろう」 
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わたしの  づくり 

地域の中で世代を結ぶ人材を育てたい！ 
 

子どもを地域で育てるということ  

コミュニティの衰退を止める！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 宇野さんの活動の一つ、青少年育成アドバイザー
の目的は、子どもが育つための地域環境を整備し、
見守る体制を作っていくことです。その活動は青少
年育成者の会合でアドバイスしたり、地域巡回や子
ども会、奉仕活動に参加したりすることです。 
  “地域の子どもは地域で育てよう！“というスロー
ガンの下、青少年育成アドバイザーは地域で活躍し
ています。宇野さんがこの理念に共感し活動してい
る理由は、自分自身が地域の人々との付き合いから
社会性やマナーを学ぶことができたと考えているか
らです。「地域でいろいろな人と触れ合い、経験することで自分の力となる。その力を次から次へと使い活かしてい
くことで自分自身を肯定することができた。今の自分があるのはそれらの経験の積み重ねがあったからだ。」と自信
を持っておっしゃっていました。 

 

昨今、地域コミュニティは、地域活動や住民との関わりの必要性の減少か
ら衰退傾向にあると言われています。しかし、コミュニティの衰退をただ眺
めているのではなく、自分たち大人が働きかけることで、より強いつながり
を作ろうというのも宇野さんの活動の一つです。 
ご自身が 20 代の頃は、地域でのお祭りや奉仕活動、運動会などは地域住

民が一体となり取り組んでいたため、つながりは強いものでした。しかし、
現代は地域活動よりも個人の仕事や報酬が優先になりがちです。人それぞれ
価値観の違いもあり、地域交流が減ることはしかたないと思います。けれど、

地域で子どもを育てることは、子どもたちの健やかな成長と自立の一助となることは確かなことです。「自分たちが
故郷をつくる」という意志を引き継いでいかなければといけないと自負し、今、活動に取り組まれています。 
また、宇野さんは、地域で協力体制を整えることや情報共有することが、地域の環境整備につながり、ひいては、

子どもの育成に重要だと考えています。そのため、積極的に様々な講演会や研究会に出かけて情報を収集し、得た知
識を地域に還元するために説明会を実施したり、所属団体の広報誌に載せたりしています。人へ“伝える”ことこそが
大切だと考える宇野さん。「地域で子どもを見守り育みたいという気持ちを持つ人」を増やし、「地域活動を継承する
人」を育てるため、日々奔走されています。 
 

伸びよう！伸ばそう！青少年！！ 全日本青少年育成アドバイザー連合会 HP：http://www.adoren.jp 
青少年の育成指導・教育・支援等、幅広く青少年に関る活動や仕事をしている人、住んでいる地域をいきいきとさせたい人など 
興味がある方は、ぜひ HP をご覧ください。 

 

自らの学びや経験を生かして地域で積極的に活動する方々に 
実際に活動する様子や生の声を取材します。 

宇野 晃 さん (６7 歳 愛知県教育委員会事業 安心ネットインストラクター) 
全日本青少年育成アドバイザー連合会の会長をはじめ、多くの青少年育成団体の役員を
務める傍ら、ご自身もアドバイザーとして活動し、後継者の養成にも力を注いでいら
っしゃいます。 
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地域の活動や自らの活動を学生さんがレポートする 

「父と子の日」サークルでは、地域ケアの一環として子育
て支援を行っています。 
普段仕事で忙しいお父さんと子どものふれあいの時間を

つくり、育児で忙しいお母さんに休養をとってもらうことを
目的に活動しています！ 
毎月第４土曜日に大学で、父親、子ども、学生のみんなで

楽しみながら食事をつくったり、季節のイベントを行ったり
して、子どもたちの成長を感じ、父と子の関係を学んでいま
す。 

 
■ふれあいから学ぶ！ 

毎月活動に参加するたび、子どもたちの成長には驚か
されます。看護学生として、子どもの発達を観察する機
会となり、勉強になるということもありますが、何より
子どもたちに顔を覚えてもらい一緒に遊ぼうと声をか
けてもらえた時は、とてもうれしく感じます。 
また、お父さんたちからは、子育てのことや家庭での

ことなど、貴重なお話を聞かせていただいています。 
（4 年 大橋理世）                                             

■4 月の「父と子の日」の活動 

活動日の４月 27 日は天気がよく、外で走ったり、キッ
クベースをしたりして子どもたちと遊びました。また、
５月の大学祭で出店する模擬店の装飾として、大きな板
に子どもたちの手形を押したり、お絵かきをしてもらっ
たりして、子どもらしい元気な看板が出来上がりました。 
そして、5 月には子どもの日があることから、季節感

のあるものづくりとして、子どもとお父さんと一緒にこ
いのぼりを作り、参加者にとって充実した一日になった
と思います。 （4 年 西野巧祐） 

このサークルでは、多くのことを考え行動することの難しさがありますが、子どもが成長して
いく姿に感動し、父親と子どもが仲良く遊んでいる姿に癒されます。 
ここには収まりきらないほど感じたものがありました。これからも楽しみながら活動していき

たいです。 （2 年 中元晴菜） 

 
 父と子の日ブログ：「父と子の日サークルのブログ」検索 

父と子の日お問い合わせ：chichitokonohi@yahoo.co.jp 

今回は「父と子の日」サークルの活動の様子を紹介します。 
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大塚敏彦 所長 

 

所長のひとり言 
「ヤッホー」・・山びこがこだまする。ここ旭高原少年自然の家は、
愛知高原国定公園北東部に位置する、自然に抱かれた高原型社会教育
施設（宿泊定員５００名）です。野外活動では、ウォークラリー、バ
ードウォッチング、星の観察、キャンプファイヤー、野外炊飯（カレ
ー、ピザ作り等）などができます。クラフトには、木の枝ボールペン、
動物焼き杉、スプーン作り等があります。また、地域との連携で、近
隣の施設でのソーセージや五平餅作り、そり滑り、カヌー体験等の活
動も準備しています。ニホンカモシカも生息する旭高原で森林浴を楽
しみ、自然を満喫してみませんか。 

財団施設だより 

 

 
旭高原の自然や活動の紹介、高校バスケット部合宿や新人社員研修の
様子などのほか、参加者のコメントも掲載しています。 

    
 
 

 
主な活動  アドベンチャーラリー、アウトドアクッキング、

キャンプファイヤーなど 
開催期日  ８月１７日（土）～１８日（日） １泊２日 
募集期間  ７月１５日（月）～２４日（水） 
募集人数  ２００人 ※定員を超えた場合は抽選となります。
参 加 料   大人5,500円 中学生以下4,800円 

■東名高速道路から（猿投グリーンロード、Ｒ１５３経由） 
  名古屋ＩＣ～八草ＩＣ～力石ＩＣ～足助～自然の家 
    ※約５０㎞ 所要時間 約８０分 
■東海環状自動車道から（Ｒ１５３経由） 
  豊田勘八ＩＣ～足助～自然の家  

※約３１㎞ 所要時間  約４５分 

マスコットキャラクターの「キキ」 
 

 

 

 

 

 

ニホンカモシカに会えるかも？ 

 
〒444-2893 
豊田市小滝野町坂 38-25 
TEL(0565)68-3200  FAX(0565)68-3203 

「旭高原少年自然の家」で検索してね！ 
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講 座 名・会 場 校 
定

員 
費  用 講  座  紹  介 申込期間 

開  催  日  時 
 

講  座  内  容 

ものづくり「木材工芸」 

 

起工業高校 

20 

名 

2,000 円 

教材費実費 

木材を使用し、テーブ

ルサイズの工芸品を

制作します。 

7/1(月) 
～  

7/31(水) 

①９/１(日) 料理ヘラ他 

②９/８(日) 一輪挿し 

③９/15(日) 木製パズル 

④９/22(日) 木材を使った時計 

開催時間は、全て 

13：00～16：00 

デジタルカメラ講座 

A1 サイズのポスターを作ろう 

 

豊田工業高校 

20 

名 

1,500 円 

教材費実費 

カメラやレンズの特徴

の講義から撮影、編集の

実践までおこないます。

（デジタルカメラを持

参してください） 

7/4(木) 

～  
7/25(木) 

①8/22(木) カメラの機能説明 

②8/23(金) 撮影テクニック 

③8/24(土) 撮影の実践等 

④９/20(金) ポスターの制作 

①②④は 18:00～20:00 

③は 9：30～11：30 

手づくりマイライフ 

「手作りを楽しみましょう」 

 

新城高校 

20 

名 

4,500 円 

教材費実費 

専門高校の各分野の

基本的な内容を体験

し、楽しさや喜びを味

わいましょう。 

9/13(金) 

～  
10/18(金) 

①11/16(土) ブログ作成講座 

②11/23(土) クッキング 

③12/21(土) ミニ門松 

④1/11(土) 手づくりパン他 

開催時間は、全て 

9：30～11：30 

愛知県生涯学習推進センターだより 

 

●受講資格  学習意欲のある一般県民（中学生以下を除く） 

●申込方法  往復はがきで、愛知県生涯学習推進センター 生涯学習地域連携講座あてにお申

し込みください。往信の裏面に氏名、住所、電話番号、年齢、性別、受講を希望す

る学校名、講座名を記入し返信の表面に住所、氏名をご記入ください。返信の裏面

には受講票等を印刷しますので何も書かないでください。 

       応募者多数の場合は抽選とします。結果は返信はがきでお知らせします。 

 公益財団法人愛知県教育・スポーツ振興財団では愛知県教

育委員会と共催で、県民の皆様の高度化・多様化する学習ニ

ーズに応えるために、生涯学習地域連携講座を開催します。 

 県立学校で開催する講座は、関係市と連携を図りながら、

それぞれの県立学校がもつ教育機能を県民の皆様に開放する

ことにより、技術的・専門的な学習ができる講座です。講座

は土・日や夜間に開催されますので、社会人の方でも受講し

ていただけます。 

なお、7 月以降に申し込みができる講座は下表の３講座で

す。 

問合せ・申込み先 

〒460-0001 

 名古屋市中区三の丸３－２－１ 

愛知県生涯学習推進センター 生涯学習地域連携講座あて 

☎０５２-９６１-５３３３ 

詳細は愛知県生涯学習推進センターホームページをご覧ください。

http://www.manabi.pref.aichi.jp/center/ 

平成 24 年度生涯学習地域連携講座の様子 
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愛知芸術文化センターとは 
 愛知芸術文化センターは「愛知県美術館」「愛知
県芸術劇場」「愛知県文化情報センター」の３つの
施設からできている総合文化施設です。建物内には
レストラン、喫茶店、駐車場があり、訪れた人たち
がゆったりと芸術文化を鑑賞することができます。
交通アクセスもよく、栄駅からはオアシス２１を通
って入ることができます。 
愛知県美術館（８F・１０F） 

 10 階の美術館では、所
蔵作品展や様々な企画展
が行われます。８月 10
日から開催される「あい
ち ト リ エ ン ナ ー レ
2013」もここが会場とな
ります。 
８階に 10 室ある展示室
は、「貸ギャラリー」とし
ても利用することができ
ます。10 階と 12 階には
「屋外展示スペース」が
あり、解放された空間の
もとで立体造形作品を無

料で鑑賞することができます。11 階には展望回廊
があり、オアシス21や名古屋テレビ塔が一望でき、
夜になると、栄の美しい夜景を見ることができます。
芸術鑑賞と合わせて、ご覧ください。 
愛知県芸術劇場（B2・B1・２F・４F） 
 愛知県芸術劇場には、３つのホールがあります。
小ホール（B1・330 席）は演劇、ダンスなどを行
うことができる、芸術空間として利用されています。
コンサートホール（4F・1,800 席）は音響効果が
高くクラッシック音楽に適したホールとなってい
ます。メインの大ホール（2F・2,500 席）は、本
格的オペラが上演可能な劇場です。劇場内には、オ
ーケストラピット（舞台と客席の間にある、生演奏
するオーケストラが収まる専用の場所）や、３面舞
台（舞台の後と側に同面積の舞台）があります。劇
場ができた当時は、日本初の本格的なオペラ仕様の
劇場だったそうです。その他、地下２階の「大・中
リハーサル室」は文字通り音楽、舞踊、演劇等の稽
古場ですが、それだけではなく、様々な催物の会場
としても利用されています。 

愛知県文化情報センター（B2・1F・12F） 
 1 階の「アートライブ
ラリー」には、美術、音
楽、演劇に関する専門書
やメディアが揃ってい
ます。書籍については貸
し出しも行っています。 
地下 2 階の「アートプ

ラザ」は、県内の情報だ
けではなく、国内外の文
化芸術関連の最新情報
を収集・発信しています。 
「アートスペース」は

12 階に８室、地下２階
に１室あり、講演会や映
像作品の上映会、作品の
展示をすることができます。 
 文化情報センターは、アートスペースの貸し出し
業務だけではなく、来場されたみなさんに喜んでも
らえるような、様々な企画を提供することはもちろ
ん、新しい芸術の発信地としての役割も担っていま
す。 
開館２０周年を迎えて 
 愛知芸術文化センター
は 1992年 10 月 30 日に
開館し、昨年 20 周年を迎
えました。利用者は 4 千
万人を超えたそうです。 
 アートプラザには、愛知県芸術劇場のこけら落と
しで上演されたオペラ「影のない女」の指揮者で２
月に逝去されたヴォルフガング・サヴァリッシュ氏
の追悼コーナーがあり、当時のパンフレット等の資
料が展示してありました。 
平成 26 年度からは、収蔵品を持つ愛知県美術館

とアートライブラリーを除く施設全体に指定管理
者制度が導入されるそうです。今後はソフトとハー
ドが一体となった芸術文化の情報発信拠点となっ
ていくことでしょう。 
みなさんも身近に芸術を感じてみませんか。 

今回は、「愛知芸術文化センター」に伺いました。
愛知芸術文化センターは、名古屋の中心、栄にあ
ります。オアシス２１に隣接しており、多くの人
たちが、芸術文化に触れることのできる総合文化
施設となっています。 

ネットワーク機関紹介 
「学びネットあいち」 

AICHI ARTS CENTER 
美術館、芸術劇場と文化情報センターの総合施設 

愛知芸術文化センター 

【愛知芸術文化センターのご案内】 
●利用時間 
9:00～22:00(催物により変更があります) 
●全館休館日 
毎月の第 1 月曜日及び第 3 月曜日(その日が祝日または 
振替休日に当たるときは開館し、その翌平日に休館します) 
年末年始(12 月 28 日～翌年 1 月 3 日まで) 

 
 
 

 

【開館当時の資料】 

 
 
 
 
 
【美術館・画廊情報コーナー】 

 
 
 
 

【アートプラザ（B2）】 

 
 
 
 

【トリエンナーレ 2013 の看板】 

 
 
 
 

【屋外展示スペース】 
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